
白
山
工
業
２

地震観測システム

寄
せ
集
め
技
術
で
革
新
的
製
品

地
震
観
測
装
置
を

設
置
す
る

観
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
防
災
科
学
技
術
研
究
所

防

災
研

の
強
震
観
測
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
Ｋ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
や
、
基

盤
強
震
観
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
Ｋ
ｉ
Ｋ
―
ｎ
ｅ
ｔ
」
は
全
国

１
７
０
０
カ
所
に
張
り
巡
ら
さ

れ
、
東
日
本
大
震
災
の
解
明
に

も
活
躍
し
て
い
る
。
年
間
稼
働

率

・
５
％
を
達
成
し
、
前
世

代
の
同

％
と
も
い
わ
れ
る
観

測
網
と
比
べ
、
圧
倒
的
な
技
術

力
を
誇
る
。
こ
の
観
測
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
っ
た
の
が
白
山
工

業
だ
。
社
長
の
吉
田
稔
が
半
ば

思
い
つ
き
で
始
め
た
気
象
用
デ

ー
タ
ロ
ガ
ー
が
国
を
支
え
る
地

震
観
測
シ
ス
テ
ム
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。

　
き
っ
か
け
は
火
山
研
究
者
が

開
い
た
火
山
観
測
シ
ス
テ
ム
の

コ
ン
ペ
だ
っ
た
。
火
山
内
部
の

マ
グ
マ
を
調
べ
る
に
は
、
人
工

的
に
地
震
を
起
こ
し
て
火
山
内

部
の
地
震
波
の
伝
わ
り
方
を
分

析
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
火
山

に
２
０
０
台
あ
ま
り
の
観
測
点

を
配
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
白
山
工
業
は
装
置
が
軽
く
て

小
さ
い
こ
と
と
高
精
度
の
時
刻

同
期
を
売
り
込
ん
だ
。
装
置
を

小
さ
く
す
る
た
め
に
記
録
媒
体

に
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
型
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

メ
モ
リ
ー
を
採
用
し
た
。
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｄ
型
は
東
芝
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
サ
ン
プ
ル
を
大
学
の
つ

て
で
融
通
し
て
も
ら
っ
た
。
時

刻
同
期
に
は
米
企

業
が
サ
ン
プ
ル
出

荷
し
て
い
た
ポ
ー

タ
ブ
ル
型
全
地
球

測
位
シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｐ
Ｓ

の
基

板
を
利
用
し
た
。

当
時
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利

用
し
た
同
期
技
術

は
東
北
大
学
の
チ

ー
ム
が
実
験
し
て

お
り
、
研
究
者
か

ら
の
支
援
を
受
け
て
完
成
に
こ

ぎ
着
け
た
。
売
り
の
技
術
が
両

方
と
も
社
内
に
は
な
か
っ
た
。

大
き
な
エ
ポ
ッ
ク

　
吉
田
は
「
中
小
企
業
が
コ
ン

ペ
に
勝
つ
に
は
他
社
に
で
き
な

い
技
術
を
集
め
て
画
期
的
な
提

案
を
す
る
し
か
な
い
」
と
説
明

す
る
。
悪
く
言
え
ば
外
の
技
術

の
寄
せ
集
め
だ
。
社
内
に
技
術

基
盤
は
な
く
、
作
れ
る
確
信
は

あ
っ
た
が
、
保
証
は
な
い
。

「
大
学
の
研
究
者
だ
か
ら
、
面

白
い
か
ら
任
せ
て
み
よ
う
と
白

山
が
選
ば
れ
た
」
と
振
り
返

る
。
結
果
と
し
て
震
動
観
測
シ

ス
テ
ム
の
世
界
で
は
大
き
な
エ

ポ
ッ
ク
に
な
っ
た
。

　
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
地
震
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

再
検
証
が
始
ま
る
。
白
山
工
業

は
火
山
学
者
の
推
薦
も
あ
り
、

全
国
の
大
学
を
結
ぶ
衛
星
通
信

テ
レ
メ
ン
タ
リ
ン
グ
地
震
観
測

シ
ス
テ
ム
を
手
が
け
る
こ
と
に

な
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
衛
星
通
信
を

担
当
し
、
白
山
工
業
が
地
上
通

信
や
解
析
を
担
当
し
た
。
計
測

技
術
で
は
デ
ル
タ
シ
グ
マ
変
調

方
式
を
地
震
分
野
で
初
め
て
応

用
し
、
微
少
振
動
か
ら
巨
大
地

震
ま
で
測
れ
る
よ
う
に
し
た
。

論
文
片
手
に
開
発

　
吉
田
は
「
高
度
な
数
学
が
必

要
だ
っ
た
が
、
幸
い
理
解
で
き

た
」
と
論
文
を
片
手
に
開
発
し

た
。
基
本
ソ
フ
ト

Ｏ
Ｓ

に

は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
「
Ｆ
ｒ

ｅ
ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｄ
」
を
採
用
し
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
げ
た
。
大

学
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

限
ら
れ
て
い
た
デ
ー
タ
解
析

が
、
各
研
究
者
の
パ
ソ
コ
ン
で

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

も
地
震
研
究
を
変
え
る
エ
ポ
ッ

ク
と
な
っ
た
。

　
衛
星
通
信
地
震
観
測
網
を
機

に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
技
術
者
が
白
山
工

業
に
入
社
す
る
よ
う
に
な
る
。

吉
田
は
「
社
内
に
必
要
な
分
野

の
技
術
者
が
そ
ろ
っ
た
の
は
数

年
前
。
す
べ
て
の
製
品
が
、
先

を
見
越
し
て
開
発
し
た
も
の
で

は
な
い
」
と
明
か
す
。

　
そ
の
後
、
防
災
研
の
「
Ｋ
―

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
や
「
Ｋ
ｉ
Ｋ
―
ｎ
ｅ

ｔ
」
を
手
が
け
た
が
、
す
べ
て

社
内
の
技
術
で
完
結
し
た
の
は

年
の
東
京
大
学
の
首
都
圏
地

震
観
測
網
「
Ｍ
ｅ
Ｓ
Ｏ
―
ｎ
ｅ

ｔ
」
か
ら
だ
。
「
革
新
的
な
モ

ノ
を
つ
く
る
に
は
、
そ
の
時
点

で
世
界
に
あ
る
先
端
技
術
を
集

め
て
く
る
し
か
な
い
」
と
考

え
、
実
践
し
て
き
た
。敬

称
略

ＥＶエアバッグカバーに採用
フ
ァ
イ
ル
い
い
話

四
軸
織
物
明
大

　
明
大

岡
山
県
倉
敷
市
、
小
河

原
敏
嗣
社
長
、
０
８
６
・
４
８
５

・
１
３
５
５

が
手
が
け
る
四
軸

織
物
「
Ｔ
ｅ
ｔ
ｒ
ａ
ｓ

テ
ト
ラ

ス

」
が
、
側
車
付
軽
二
輪
登
録

の
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ
、
写
真

の
エ
ア
バ
ッ
グ
カ
バ
ー
に
採
用
さ

れ
た
。
四
軸
織
物
は
縦
糸
と
横
糸

に
よ
る
２
軸
構
成
に
加
え
、
斜
め

２
方
向
か
ら
も
糸
を
交
差
さ
せ
る

織
物
。
特
徴
で
あ
る
優
れ
た
引
裂

強
度
と
寸
法
安
定
性
、
耐
衝
撃
性

が
注
目
さ
れ
た
。

　
広
島
大
学
の
升
島
努
教
授
が
起

業
し
た
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｘ

広
島

市
南
区

と
広
島
県
内
の
中
小
企

業
が
共
同
で
取
り
組
む
「
誰
も
ケ

ガ
を
し
な
い
車
」
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
だ
。
車
両
の
周
り
に

エ
ア
バ
ッ
グ
を
取
り
付
け
た
「
人

に
や
さ
し
い
ソ
フ
ト
衝
撃
吸
収
自

動
車
ボ
デ
ィ
ー

ｉ
Ｓ
Ａ
Ｖ

Ｅ

」
に
使
わ
れ
る
。
人
に
衝
突

し
て
も
運
転
者
・
歩
行
者
と
も
に

安
全
な
車
づ
く
り
を
目
指
す
。

　
同
織
物
は
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分

野
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
「
今

回
の
採
用
は
広
い
認
知
に
つ
な
が

る
」
と
小
河
原
社
長
は
期
待
し
て

い
る
。

岡
山

　
【
水
戸
】
堀
田
電
機
製
作
所

茨
城
県
日
立
市
、
堀
田
政
一
社
長
、
０
２
９
４
・
２
８
・
１
１
８
１

は
、
主
力

の
銅
加
工
や
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
の
ア
ジ
ア
展
開
に
乗
り
出
す
。
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
現
地
法
人
を
設
立
し
、

年
内
に
も
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
着
手
。
銅
加
工
に
つ
い
て
も
夏
を
め
ど
に
法
人
設
立
な
ど
を
検
討
す
る
。

現
在
は
国
内
売
り
上
げ
が
１
０
０
％
を
占
め
て
お
り
、
「
企
業
継
続
の
た
め
海
外
に
市
場
を
求
め
て
い
く
た
め
の
布

石
を
打
つ
一
環
」

堀
田
社
長

と
位
置
付
け
る
。

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
で
顧
客
獲
得

ケアマスター

上田　社長

　
ケ
ア
マ
ス
タ
ー
は
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
柱
に

空
調
機
器
の
洗
浄
や
床
の

紫
外
線

Ｕ
Ｖ

コ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
得
意
と
し
、

月
に
設
立

周
年
を
迎
え

る
。
質
の
向
上
を
目
指
す

姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
顧
客

の
紹
介
で
顧
客
を
増
や
し

て
い
る
。
大
手
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
年
間

３
０
０
０
台
の
空
調
機
器

を
洗
浄
し
、
毎
年
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
上
田
稔
社
長
は
清
掃
の

ア
ル
バ
イ
ト
で
感
謝
さ
れ

た
こ
と
に
感
激
し
、
起
業

し
た
が
順
風
満
帆
で
は
な

か
っ
た
。
２
年
前
に
幹
部

３
人
が
次
々
に
辞
め
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
た
。
社
員
と

の
会
話
時
間
を
増
や
し
何

と
か
乗
り
切
っ
た
。

　
そ
れ
以
来
、再
度
顧
客

満
足
度
Ｃ
Ｓ
の
追
求
」

に
取
り
組
む
。
年
３
回
の

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
「
ケ
ア

マ
ス
タ
ー
通
信
を
発
行
、

顧
客
７
０
０
人
に
配
布
す

る
。
ユ
ー
ザ
ー
紹
介
な
ど

の
紙
面
が
評
価
さ
れ
、
１

０
０
万
円
の
受
注
に
も
結

び
つ
い
た
。

周
年
の
２

０
１
３
年
３
月
期
は
前
年

度
比

％
増
の
１
億
円
の

売
り
上
げ
を
目
指
す
。

▽
社
長

上
田
稔
氏
▽
所

在
地

堺
市
堺
区
桜
之
町

東
１
の
２
の
３
、
０
７
２

・
２
２
９
・
３
０
３
３
▽

資
本
金

１
０
０
０
万
円

▽
売
上
高

８
０
０
０
万

円

年
３
月
期
見
込

み

▽
従
業
員
数

人

▽
設
立

年

平

月

バ
ン
コ
ク
に
現
法
設
立

食
肉
加
工
機
に
進
出
冷
凍
の
ま
ま
処
理
可
能
ド
リ
マ
ッ
ク
ス

銅
加
工
・
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
堀
田
電
機
ア
ジ
ア
展
開

福井県工業技術センターのオリジナル
の設計でつくられ、加工の難しいＣＦ
ＲＰへの穴あけ作業を効率化するハイ
ブリッドドリル

ドリル穴あけ加工技術
複
合
構
造
の
ド
リ
ル
開
発

タ
ー
ゲ
ッ
ト
拡
大
も
視
野

　
通
常
、
難
削
材
を
加
工
す
る
場
合

は
、
材
料
に
対
し
工
具
側
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
わ
け
だ
が
、
双
方
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
同
セ
ン
タ
ー
で

は
、
そ
れ
ら
を
自
在
に
組
み
合
わ
せ

新
し
い
材
料
・
加
工
シ
ス
テ
ム
を
開

発
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
昨
年
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
地
元
の

ミ
ツ
ヤ
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
と
と
も

に
航
空
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
部

品
を
共
同
開
発
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
炭
素
繊
維
に
つ
い
て
は
県
と
し

て
も
次
世
代
の
産
業
技
術
と
し
て
位

置
づ
け
、
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く

と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
続
く
展
開
も

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
複
合
材
料
に

つ
い
て
は
、
ア
ラ
ミ
ド
な
ど
他
の
繊

維
に
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
げ
る
。

　
「
対
象
と
で
き
る
材
料
は
、
た
く

さ
ん
存
在
し
て
い
る
。
た
だ
、
研
究

の
方
向
性
と
し
て
、
新
た
な
内
容
に

全
く
の
ゼ
ロ
か
ら
手
を
つ
け
て
い
く

よ
り
、
今
あ
る
技
術
を
生
か
し
ノ
ウ

ハ
ウ
も
活
用
し
な
が
ら
、
今
後
も
世

の
中
に
役
立
つ
モ
ノ
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
」

勝
木
一
雄

企
画
支
援
室
長

。

２０００穴以上で不良なし

厚
さ
５

の
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
板
で
の
加

工
例
比
較

ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ド
リ
ル

を
用
い
た
穴
あ
け

従
来
の
ド
リ
ル

に
よ
る
加
工
で
は

バ
リ
が
目
立
つ

▼

　
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
を
普
及
す
る
に
は
、
材

料
と
同
時
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
切
断
や
穴
あ
け
加
工
は
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
先
に
も
触
れ

た
よ
う
に
航
空
機
は
非
常
に
多
く
の

穴
あ
け
を
要
す
る
一
方
、
炭
素
繊
維

は
工
具
の
刃
を
激
し
く
摩
耗
さ
せ
、

硬
い
層
と
柔
ら
か
な
樹
脂
と
の
組
み

合
わ
せ
か
ら
デ
ラ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

起
こ
り
や
す
い
。
さ
ら
に
熱
伝
導
率

は
チ
タ
ン
合
金
よ
り
低
く
て
熱
が
こ

も
り
や
す
い
。
ま
さ
に
工
具
に
取
っ

て
は
厳
し
い
相
手
で
、
一
般
的
な
超

硬
工
具
で
あ
れ
ば
、
工
具
寿
命
は
１

に
満
た
な
い
と
言
わ
れ
る
。

　
め
が
ね
フ
レ
ー
ム
の
生
産
で
全
国

１
位
の
福
井
県
は
ス
テ
ン
レ
ス
や
チ

タ
ン
な
ど
難
削
材
の
加
工
に
か
か
わ

る
相
談
も
多
く
、
セ
ン
タ
ー
で
も
金

属
加
工
を
多
く
手
掛
け
て
き
た
。

　
そ
の
技
術
を
応
用
し
て
地
元
工
具

メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発
し
た
の
が

「
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
穿
孔
用
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ド
リ
ル
」
で
あ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
用
と

し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
な
り
つ
つ
あ
る

超
硬
の
母
材
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
い
う
組
み
合
わ
せ
だ

が
、
最
大
の
特
徴
は
そ
の
構
造
に
あ

る
。

　
先
端
か
ら
テ
ー
パ
ー
形
状
の
ド
リ

ル
は
後
半
、
直
線
の
リ
ー
マ
ー
と
な

る
。
さ
ら
に
通
常
、
ド
リ
ル
の
切
れ

刃
は
先
端
だ
け
だ
が
、
こ
の
ド
リ
ル

は
エ
ン
ド
ミ
ル
の
よ
う
に
側
面
に
切

れ
刃
が
続
く
。
い
わ
ば
ド
リ
ル
、
テ

ー
パ
ー
エ
ン
ド
ミ
ル
、
ス
ト
レ
ー
ト

リ
ー
マ
ー
の
複
合
構
造
を
有
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
「
貫
通
方
向
の
ス
ラ

ス
ト
抵
抗
を
従
来
の
２
分
の
１
か
ら

３
分
の
１
に
減
ら
し
た
う
え
発
熱
も

低
減
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
持
ち
も
良

く
な
っ
た
」

嶋
田

浩
文
主
任
研
究

員

。
ド
リ
ル
に
比

べ
、
エ
ン
ド
ミ
ル
で

は
炭
素
繊
維
の
バ
リ

が
あ
ま
り
問
題
と
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
れ
を
利
用
で
き

な
い
か
考
え
た
の

が
開
発
の
き
っ
か

け
だ
っ
た
。

　
複
合
材
料
は
穴

の
品
質
が
工
具
の

寿
命
を
決
め
る
。

穴
は
普
通

％
程

度
ム
シ
レ
が
あ
る
と
不
良
と
さ
れ
る

が
、
航
空
機
に
用
い
ら
れ
る
５

厚
の
材
料
を
使
い
、
各
種
の
ド
リ
ル

と
比
較
テ
ス
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

新
型
ド
リ
ル
で
は
２
０
０
０
穴
以
上

で
も
不
良
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
市
販
の
専
用
ド
リ
ル
の

倍
に

相
当
す
る
寿
命
だ
と
い
う
。
と
は
い

え
、
完
全
ド
ラ
イ
、
送
り
も
分
速
１

０
０
回
転
と
い
う
共
通
条
件
で
の
実

施
で
他
の
ド
リ
ル
の
推
奨
条
件
で
の

テ
ス
ト
で
は
な
い
。
ま
た
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ド
リ
ル
は
製
品
化
の
段
階
に

達
し
て
い
る
も
の
の
、
送
り
が
他
の

ド
リ
ル
の
５
―
６
分
の
１
の
速
さ
と

ゆ
っ
く
り
だ
。
す
で
に
い
く
つ
か
の

企
業
か
ら
引
き
合
い
も
あ
る
が
、
普

及
に
は
さ
ら
な
る
効
率
化
も
必
要
と

な
る
。

　　 ２０１２年 平成２４年 ２月２２日 水曜日 　　 （ ）

　
バ
ン
コ
ク
の
現
地
法
人
は

「
タ
イ
・
ホ
ッ
タ
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
」
で
、
資
本
金
４
５

０
万
円
。
堀
田
社
長
が
全
額

を
出
資
し
た
。
社
内
向
け
に

開
発
し
た
生
産
管
理
シ
ス
テ

ム
を
顧
客
の
仕
様
に
合
わ
せ

て
、
外
販
す
る
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
作
業
者

の
稼
働
率
や
作
業
の
進
行
状

況
を
把
握
す
る
た
め
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
に
、
在
庫
管

理
、
見
積
も
り
な
ど
の
機
能

を
付
加
で
き
る
。

　
本
業
で
あ
る
銅
加
工
部
品

に
つ
い
て
も
、
制
御
板
向
け

な
ど
を
海
外
展
開
し
て
い
く

考
え
。
新
た
に
現
法
を
設
立

す
る
か
、
タ
イ
・
ホ
ッ
タ
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
増
資
す
る

か
な
ど
の
具
体
策
は
今
後
検

討
す
る
。
堀
田
電
機
製
作
所

は
年
商
６
億
円
規
模
。

　
中
小
企
業
が
集
積
す
る
茨

城
県
日
立
地
域
で
は
、
海
外

進
出
を
課
題
と
す
る
中
小
が

増
え
て
い
る
。
地
元
の
産
業

支
援
機
関
で
あ
る
日
立
地
区

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
日
立

市
と
そ
の
周
辺
の
中
小
企
業

を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
と
、

％
の
企

業
が
「
海
外
取
引
を
課
題
と

思
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
お

り
、
成
長
市
場
を
求
め
て
堀

田
電
機
の
よ
う
な
動
き
が
加

速
し
て
い
き
そ
う
だ
。

塗
装
前
処
理
の

新
工
場
建
設

丸
山
塗
装
工
業

　
丸
山
塗
装
工
業

大
阪
府

門
真
市
、
丸
山
和
豊
社
長
、

０
６
・
６
９
０
９
・
８
１
６

１

は
、
本
社
工
場
隣
接
地

に
、
塗
装
の
前
処
理
な
ど
に

使
う
新
工
場

写
真

を
建

設
し
た
。
規
模
は
延
べ
床
面

積
が
約
９
０
０
平
方

。

　
土
地
代
、
設
備
代
も
含
め

た
総
投
資
額
は
約
２
億
７
０

０
０
万
円
。
新
工
場
の
完
成

に
よ
り
既
存
工
場
の
ス
ペ
ー

ス
も
有
効
活
用
し
、
作
業
の

効
率
ア
ッ
プ
と
製
品
の
品
質

向
上
を
実
現
す
る
。

　
同
社
は
産
業
機
器
の
塗
装

な
ど
を
手
が
け
る
。
新
工
場

に
は
本
社
工
場
２
階
に
あ
っ

た
事
務
所
も
移
転
し
た
。
本

社
工
場
は
塗
装
設
備
が
多
く

手
狭
な
た
め
、
前
処
理
や
梱

包
作
業
を
工
場
の
隅
や
外
で

す
る
こ
と
も
あ
り
、
ミ
ス
や

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
っ
て

い
た
。

　
◆
事
業
資
金
に
４
億
円

　
住
協

埼
玉
県
所
沢
市
、

０
４
・
２
９
０
３
・
８
８
０

０

埼
玉
り
そ
な
銀
行
保
証

付
き
私
募
債
４
億
円
を
発
行

し
た
。
財
務
代
理
人
は
同

行
。
期
間
５
年
。
調
達
資
金

は
事
業
資
金
に
充
て
る
。
同

社
は
不
動
産
事
業
者
。

　
◆
運
転
資
金
に
１
億
円

　
住
協
建
設

埼
玉
県
狭
山

市
、
０
４
・
２
９
５
７
・
７

５
７
４

埼
玉
り
そ
な
銀
行

保
証
付
き
私
募
債
１
億
円
を

発
行
し
た
。
財
務
代
理
人
は

同
行
。
期
間
５
年
。
調
達
資

金
は
運
転
資
金
に
充
て
る
。

同
社
は
総
合
建
設
会
社
。

　
◆
運
転
資
金
に
１
億
円

　
武
蔵
野
香
料
化
学
研
究
所

埼
玉
県
所
沢
市
、
０
４
２

・
９
４
４
・
７
５
４
１

埼

玉
り
そ
な
銀
行
と
埼
玉
県
信

用
保
証
協
会
の
共
同
保
証
付

き
私
募
債
１
億
円
を
発
行
し

た
。
財
務
代
理
人
は
埼
玉
り

そ
な
銀
。
期
間
２
年
。
調
達

資
金
は
運
転
資
金
に
充
て

る
。
同
社
は
食
品
香
料
メ
ー

カ
ー
。

　
◆
運
転
資
金
に

万
円

　
埼
玉
相
互
住
宅

埼
玉
県

越
谷
市
、
０
４
８
・
９
８
５

・
０
７
１
１

埼
玉
り
そ
な

銀
行
と
埼
玉
県
信
用
保
証
協

会
の
共
同
保
証
付
き
私
募
債

５
０
０
０
万
円
を
発
行
し

た
。
財
務
代
理
人
は
埼
玉
り

そ
な
銀
。
期
間
５
年
。
調
達

資
金
は
運
転
資
金
に
充
て

る
。
同
社
は
総
合
住
宅
メ
ー

カ
ー
。

　
【
さ
い
た
ま
】
ド
リ
マ
ッ

ク
ス

埼
玉
県
川
口
市
、
松

本
英
司
社
長
、
０
４
８
・
２

５
４
・
１
２
３
１

は
、
食

肉
加
工
機
の
製
造
を
始
め

る
。
主
力
の
野
菜
加
工
機
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
食
肉
加
工
に
応

用
し
、
一
台
３
５
０
万
円
前

後
で
加
工
業
者
な
ど
に
３
月

以
降
提
案
し
て
い
く
。
年
内

に

台
以
上
の
納
入
を
目
指

す
。

　
野
菜
加
工
機
「
万
能
ス
ー

パ
ー
ス
ラ
イ
サ
ー
・
ダ
イ
サ

ー
」
が
牛
肉
、
豚
肉
、
鶏
肉

な
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
０
・
３

―
７

角
に
切
れ
る
こ

と
を
確
認
し
た

写
真

。

野
菜
用
と
し
て
の
処
理
能
力

は
一
時
間
当
た
り
約
１
５
０

―
４
０
０

。
松
本
社

長
は
「
肉
な
ら
ば
、
も
っ
と

処
理
で
き
る
」
と
し
て
い

る
。

　
肉
の
温
度
が

３
―

４

度
Ｃ
の
状
態
で
処
理
す
る
。

解
凍
の
必
要
が
な
い
た
め
鮮

度
を
保
っ
た
ま
ま
で
加
工
で

き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
。
ミ
ン

チ
状
に
切
断
で
き
る
ほ
か
細

切
り
や
ス
ラ
イ
ス
な
ど
に
加

工
で
き
る
と
い
う
。

　
同
社
は
野
菜
加
工
機
が
主

力
で
、
食
品
工
場
や
飲
食
店

舗
な
ど
に
納
入
実
績
を
持

つ
。
野
菜
関
連
の
国
内
需
要

を
一
定
程
度
開
拓
で
き
た
と

し
て
、
食
肉
分
野
進
出
で
売

り
上
げ
拡
大
を
目
指
す
。
将

来
は
水
産
物
に
も
応
用
し
て

い
く
と
し
て
い
る
。


